
第47期（2026年度）メンバー募集のご案内

経営戦略担当幹部交流会議
～経営戦略・企画部門の部門長・マネージャーによる相互啓発と異業種交流～

デジタル技術による事業変革が全社規模で深化し、経済安全保障やサステナビリティが「価値創造」の源泉へと転換していく中、企業を取り
巻く環境は予測困難な激動の時代を迎えています。 地政学リスクの顕在化、構造的な人手不足、生成AIによる意思決定プロセスの変容など、
未曾有の変革期においては、自社の成長シナリオを再定義し、理念に基づき戦略を先導する「企業参謀」の役割は、かつてないほど重要性を
増しています。 本交流会議は、昭和53年の創設以来、半世紀近くにわたり業種の垣根を越えてわが国企業の進路を切り拓く「知恵の結集軸」
として歩んで参りました。第47期も、既存の枠組みに縛られず、現代の経営課題に応える新機軸の創造や、攻めの撤退といった本質的な
議論を通じ、各社の成長の源泉、ひいては日本産業全体の活力を再点火することを目指します。明日の経営を担う多様な知性が集う本会へ、
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。
■期　　間：2026年6月～2027年3月（全10回／14：00～17：00を原則）
■開　　催： 都内会場＋オンライン（Zoom）　※講師都合により、例会日程の変更やオンライン開催となる場合もあります。
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第 １ 回 例 会

『オムロンのROIC経営とFP&Aの取り組み』
〈講演とグループ討議／名刺交換会〉

オムロン㈱ グローバル理財本部 FP&A部長  山崎 敦史 氏

2026年6月24日㈬

2026年7月29日㈬第 ２ 回 例 会

『三菱商事における共創価値（MCSV）の創出と事業ポートフォリオ戦略』
 三菱商事㈱ 常務執行役員 コーポレート担当役員（CSEO） 兼 金融アライアンス担当  小林 健司 氏

〈講演とグループ討議〉

2026年8月26日㈬第 ３ 回 例 会

『NOKグループにおける人的資本と経営戦略の連動による変革への挑戦』
 NOK㈱ 執行役員 グループCHRO  江上 茂樹 氏

〈講演とグループ討議〉

2026年9月24日㈭第 ４ 回 例 会

『CGコード再改訂（6月公表予定）を踏まえた日本企業のガバナンスのあり方』
東京都立大学大学院 経営学研究科／経済経営学部 教授  松田 千恵子 氏

〈講演とグループ討議〉

参加要領参加要領 【事業コード：260014】

■お申し込み方法
下記ホームページ内の「第47期参加申込フォーム」からお申込みください。

　　　　一般社団法人 企業研究会　担当：上島
  TEL：090-6797-1801 E-mail：kamijima@bri.or.jp

■参加費（税込）：

※本交流会議は、1社分の参加費で「2名様」まで参加が可能です。
　また、入会ご検討中の方を対象とした「体験参加」も承ります。

正会員 297,000円 一  般 335,500円
（本体価格270,000円） （本体価格305,000円） https://www.bri.or.jp/senryakukanbu/URL

お問合せ先

経営戦略担当幹部交流会議 検  索

第 ５ 回 例 会 2026年10月21日㈬

第 ６ 回 例 会 2026年11月20日㈮

第 ７ 回 例 会 2026年12月23日㈬

第 ８ 回 例 会 2027年1月20日㈬

第 ９ 回 例 会 2027年2月17日㈬

第 10 回 例 会 2027年3月17日㈬

●内田洋行 ●オルガノ ●亀田製菓 ●ZACROS ●ジェイアイ傷害火災保険 ●シスメックス ●シチズン時計
●昭和産業 ●大鵬薬品工業 ●太陽工業 ●中外製薬 ●TOPPANホールディングス ●NGK ●ニッスイ
●日本化薬 ●日本総合研究所 ●日本たばこ産業 ●日本電気 ●日本電気硝子 ●日本乳化剤
●ハウス食品グループ本社 ●阪急阪神ホールディングス ●古河電気工業 ●Mizkan Holdings
●三菱ガス化学 ●三菱UFJフィナンシャル・グループ ●明治ホールディングス

□パーパス経営の体現と組織・カルチャーの変革
□経済安全保障と地政学リスクを踏まえたシナリオプランニングの高度化
□事業評価の定量指標設計と将来性を考慮した定性評価の枠組み
□ROIC経営の浸透とFP&A（経営管理・分析）機能の強化
□社会課題を収益に変えるCSV（共創価値）の戦略的創出
□事業ポートフォリオ改革による経営資源の最適再配分
□人的資本と経営戦略の連動による「戦略と人財の結合」

□「両利きの経営」と自律・挑戦型組織への変革
□新事業・イノベーションを継続的に生み出すための仕組み作り
□戦略的アライアンスとPMIによる成長加速
□生成AI共生時代におけるデータドリブン経営の再定義
□取締役会の実効性向上とコーポレートガバナンスの高度化
□持続的成長を支えるグループガバナンスの最適化とリスク管理
□グローバル・グループ経営における経営基盤の共通化と効率化

第5回～第10回については、以下テーマ（例示）ほか、幹事・メンバーのご要望に沿って講演・討議テーマを決定します。

過去2年の参加企業（社名50音順）


